






Practical study for teaching “National Language” subjects to Children with 
intellectual disabilities by using ICT devices and applications




































































































































	 対象児は、T 県にある A 特別支援学校の小









































































































































































































































































3．6 〜 8 回目の授業の様子
6、7回目の授業は、自分で書いた紹介文やインタ
ビューをしてワークシートに書いたメモを学校紹介の
フォームに打ち込んでいった。A児の机の右上にPC、
右下に50音表、左上にはA児が書いた紹介文やワー
クシート、左下にフリック入力をするタブレット端末
を配置した。A児は紹介文やワークシートを見て打ち
込みたい文字を確認すると、50音表にてその文字の
行頭が何かを調べた。そして、タブレット端末にてそ
の頭文字を長押しすることで時間はかかるが、確実に
文字を打ち込んでいく姿が見られた（図１）。また、
50音表から文字を上手く見つけることができないと
きには友達に尋ね、50音表のどこに文字があるかを
教わる姿も見られた。7回目の授業では、二人が書い
た紹介文や調べたワークシートのメモを全てフォーム
に打ち込み終えることができた。
図１　A 児がフォームに打ち込む様子
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8回目の授業では、自分たちが書いた学校紹介文を
ロボホンに話してもらい、変だと思った箇所がないか
を確認した。ロボホンが「～が上手にできたです。」「東
京２年１回行きます」といった誤った文章を聞いても、
二人ともすぐには分からない様子であった。そこで教
師から誤っている文章を指摘した。すると、児童らは
誤りに気付いたようで「～からです、だね。」と文章
を修正することができた。文章を修正し、完成した学
校紹介をロボホンに喋ってもらい終えると二人は教師
と一緒に声をあげて「やったー。」と手を挙げる姿が
見られた。
4．その後の様子
学校紹介は学習発表会にてロボホンと一緒に展示
した。A児はロボホンと学校紹介が展示されているス
ペースを見ると嬉しそうに笑っていた。一緒に学校紹
介を作成した友達がロボホンと学校紹介を再生すると
その様子をじっくりと眺めていた。その後も、介護等
体験のために来校した学生に学校紹介を見てもらう機
会を設けた。学生が学校紹介を見て大いに喜ぶ姿を見
て、A児は満面の笑みを浮かべていた。
Ⅳ．考察
1．本実践における指導や ICT 活用の妥当性
以前までは何を話しているか聞き取ってもらえず、
言い直しを求められることが多いA児だったが、本実
践ではゆっくりと話して相手に伝える姿を見ることが
できた。これはインタビューの練習にて、動画で自分
のインタビューの姿を見て、どのくらいゆっくり話せ
ば伝わりやすいのかを確認し、実際にインタビューを
する経験を重ねたことが要因だと考えられる。
学校紹介を作る際には、フリック入力で文字入力を
することができるようになった。キーボードでは情報
量が多く、任意の文字を探すことができなかったが、
タブレット端末では手元に画面があり、表示される情
報量も行頭の文字や一部の記号に限られており、A児
にとって分かりやすかったのではないかと考えられる。
また、A児は口腔機能に困難があり、まだ多くの文
章を続けて読むことが難しいため、A児の代わりにロボ
ホンに学校紹介を発表してもらった。A児はロボホン
の学校紹介を聞いて喜ぶ人を見ると、嬉しそうに笑顔
を見せてくれた。そのA児の姿から、相手に伝わる楽
しさを感じてもらうことができたのではないだろうか。
2．他の生活場面の般化や今後の生活への寄与
本実践を終えて、A児は日常生活や他の授業におい
て友達や教師に「～をお願いします」といった要求を
行う際などにはゆっくりと話して伝えようとする姿が
見られるようになった。また、以前まではロボホンの
ことを怖がり、話しかけるように促しても一切話しか
けることができなかった。これはロボホンに限らず、
ラジオやAIスピーカーなどでも同様で、人外の物か
ら人の声が聞こえることがA児の恐怖心を煽ることが
考えらえた。しかし、本実践を終えてからはそのよう
な恐怖心は和らいだようで、ロボホンに向かって友達
と一緒にしりとりをして遊んだりする姿が見られるよ
うになった。将来、社会全体にAIが普及していくこ
とを考えると、AIに慣れ親しむことは意義のあるこ
とだと考えられる。
フリック入力は将来A児がスマートホンを使って家
庭や職場などと連絡を取る際に非常に有効になるスキ
ルだと考えられる。
3．本実践の課題
本実践では、A児の姿から国語科の指導やICT活用
の妥当性を評価した。しかし、本実践前後の客観的な
指標がないため、A児に対してどれほど指導やICT活
用の教育的効果があったか客観的に検討されていると
は言えない。今後はA児の姿から妥当性を評価するだ
けではなく、実践前後の客観的な指標を得ることで指
導やICT活用の教育的効果があったかを十分に検討す
る必要がある。
附記
本研究はJSPS科研費 18K02816により行われた。
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